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爾

磯鷲難

　
任
期
満
了
に
伴
う
松
代
町
長
選
挙
の
告
示
が
五
月
十
一
日
に
行
わ
れ
ま

・
し
た
。
し
か
し
、
立
候
補
の
届
け
出
は
現
町
長
の
関
谷
達
治
氏
一
人
だ
け

で
、
関
谷
氏
の
無
投
票
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。
二
期
目
の
関
谷
町
政
の

ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
抱
負
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ぶ
な
の
青
葉
が
目
に
し
み
る
季
節

と
な
り
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
こ
の
度
、
町
会
議
員
各
位
を

始
め
と
し
て
、
町
民
皆
様
方
の
温
か

い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
無
投
票
当

選
の
栄
誉
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
各
位

の
絶
大
な
る
ご
支
援
と
ご
理
解
の
賜

物
と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、

心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
四
年
前
の
初
当
選
以

来
、
道
路
の
整
備
・
改
良
や
、
道
路

除
雪
な
ど
の
克
雪
対
策
を
重
点
に
進

め
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
集

落
を
結
ぶ
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、

ほ
ぼ
完
全
無
雪
化
が
実
現
し
、
冬
期

間
も
通
勤
・
通
学
等
の
足
が
確
保
さ

れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
芝
峠
温
泉
レ

ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

キ
ー
場
を
始
め
、
町
営
住
宅
の
建
設

や
ふ
る
さ
と
定
住
促
進
条
例
な
ど
を

制
定
し
、
高
齢
者
福
祉
、
観
光
開
発
、

若
者
定
住
に
力
を
注
い
で
き
た
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
最
近
は
、
若
者

の
U
タ
ー
ン
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
増
加
し
て
お
り
、
暗
や
み
に

一
条
の
光
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
と
は
言
え
、
町
の
現
況
を
見
ま
す

と
、
人
口
は
五
千
人
を
割
り
込
み
、

六
十
五
歳
以
上
の
方
々
の
人
口
は
、

五
人
に
一
人
の
割
合
と
な
っ
て
お
り
、

依
然
と
し
て
過
疎
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
脱
却
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

～
蜘 ，蹟

韮
きす

。　
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
都
会
の

生
活
環
境
の
悪
化
や
、
心
の
豊
か
さ

の
追
求
な
ど
、
生
活
の
質
の
転
換
指

▲山本達雄選挙管理委員長（左）から関谷達治町長に

　当選証書が授与される



り
』“

向
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
松
代
町
を

見
る
時
、
決
し
て
明
る
い
未
来
が
無

い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
ほ
く
ほ
く
線
の
開
業
や
、

将
来
、
魚
沼
と
上
越
を
結
ぶ
高
規
格

道
路
の
建
設
な
ど
に
よ
り
、
大
き
な

発
展
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
『
活
力
あ
ふ
れ
、
魅
力
あ
る
』
町

づ
く
り
を
目
指
し
、
今
後
四
年
間
、

次
の
政
策
を
重
点
に
町
政
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
ま
で

以
上
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
．

松代町長

治達関谷

＊
国
道
・
県
道
・
町
道
の
改
良
促
進
、

無
雪
道
路
の
延
長
、
水
道
事
業
の

　
拡
張
、
流
雪
溝
、
克
雪
住
宅
等
、

　
社
会
資
本
や
生
活
基
盤
の
整
備
。

＊
厳
し
さ
を
増
す
農
業
と
地
場
産
業

　
振
興
を
図
り
、
芝
峠
・
フ
ァ
ミ
リ

　
ー
ス
キ
ー
場
を
核
と
す
る
観
光
開

発
。

＊
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
に

　
教
育
環
境
の
整
備
と
若
者
定
住
の

た
め
の
諸
策
．

＊
老
齢
化
の
進
む
当
町
に
お
け
る
住

民
福
祉
の
充
実
．

＊
平
成
八
年
度
開
業
を
目
指
す

　
く
ほ
く
線
」
の
駅
前
整
備
。

つ

ほ

　
以
上
の
こ
と
を
重
点
に
、
皆
様
と

共
に
、
誠
意
を
も
っ
て
一
生
懸
命
や

る
所
存
で
す
の
で
、
今
後
も
ご
指
導

ご
鞭
燵
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
　
「
住
ん
で

い
て
良
か
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
町
づ

く
り
を
、
共
に
目
指
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
．

3
“
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78
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

　
ぶ
な
の
新
緑
が
目
に
し
み
る
五
月

三
日
、
今
年
も
町
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
出
席
者
は
七
十
八
人
（
男

性
三
十
九
人
、
女
性
三
十
九
人
）
。

男
性
は
ス
ー
ツ
、
ネ
ク
タ
イ
姿
、
女

性
は
色
あ
で
や
か
な
振
り
袖
姿
で
会

場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し

た
。
当
日
は
小
雨
の
降
る
あ
い
に
く

の
天
候
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

親
御
さ
ん
や
近
所
の
人
達
も
カ
メ
ラ

を
片
手
に
会
場
に
詰
め
か
け
、
新
成

人
の
門
出
を
祝
福
し
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
は
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
始

ま
り
、
主
催
者
を
代
表
し
て
西
潟
公

民
館
長
は
「
現
在
は
心
の
時
代
と
い

わ
れ
て
い
る
。
物
ご
と
に
感
動
す
る

心
を
養
い
、
豊
か
な
心
を
育
て
て
も

ら
い
た
い
」
と
挨
拶
。
関
谷
町
長
も

「
大
人
の
立
場
か
ら
の
権
利
と
義
務

を
果
た
し
、
現
在
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
，
そ
れ
ぞ
れ
の

摯式典で‘まちよつぴ6ヲ緊張の面持ちでした

－

ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

有
用
な
人
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　
記
念
品
贈
呈
で
は
、
新
成
人
を
代

表
し
て
若
月
美
華
さ
ん
（
千
年
）
に

西
潟
公
民
館
長
か
ら
ア
ル
バ
ム
な
ど

の
記
念
品
目
録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
相
沢
貴
史
さ
ん
（
松
代
）
か

ら
は
新
成
人
を
代
表
し
て
、
　
「
今
日

の
感
激
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
社
会
人

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
私
た
ち
を

育
て
て
く
れ
た
松
代
町
と
共
に
飛
躍

し
て
い
き
た
い
」
と
、
力
強
く
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
　
「
冬
の
陣
」
「
世

田
谷
区
へ
の
雪
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
な

ど
、
町
の
最
近
の
話
題
を
収
録
し
た

「
松
代
見
聞
録
」
が
液
晶
ビ
ジ
ョ
ン
で

放
映
さ
れ
、
新
成
人
は
町
の
認
識
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
記
念
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
「
振
り
袖
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
な
ど

も
行
わ
れ
、
会
場
は
華
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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轟
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成人を迎え

今思う事
若月美華さん

　　　（千年）

　
成
人
式
を
迎
え
た
私
達
に
は
、
今
ま
で
と

は
違
う
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
、
こ

う
し
て
文
章
に
書
く
事
は
簡
単
で
す
が
、
実

際
に
何
が
大
人
の
義
務
な
の
か
、
大
人
の
仲

間
入
り
一
年
生
に
は
、
分
か
ら
な
い
事
の
方

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
松
代
で
生
ま
れ
、
育
ち
、

働
い
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
私
な
り
に
松
代

の
良
さ
は
分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
松

代
の
良
さ
を
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
分
か
っ

て
も
ら
え
る
様
に
、
私
も
松
代
が
“
も
っ
と
”

良
い
町
に
な
る
様
に
、
小
さ
な
力
で
す
が
頑

張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

槻醐槻瀕槻槻槻槻槻槻槻脱槻槻断槻槻槻槻槻槻槻槻槻

ヒ
ー
ー
馨
ー
§
ー
ー
ー
馨
憲
ー
ー
§
ー
§
ー
馨
ー
馨
ー
ー
§
馨
ー
§
ー
ー
ー
し

蓼カラオケも盛1）上しデし二一そ窒

壌
馨
§
§
象
§
§
憲
多
馨
馨
塞
馨
§
§
§
馨
馨
馨
馨
馨
§
§
塞
馨
馨
馨
§
馨
睾
§
5

槻槻槻獣臓槻槻槻断獣醐

成人に
な：つて

　相沢貴史さん

　　（松代）

r
ー
ー
馨
ー
ー
ー
ー

講

　
長
か
っ
た
十
代
が
終
り
、
や
っ
と
成
人

に
な
り
新
し
い
ス
タ
ー
ト
が
始
ま
り
ま
し

た
。
で
も
ま
だ
十
代
の
気
分
が
抜
け
ず
、

成
人
と
し
て
の
実
感
が
感
じ
ら
れ
ず
に
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
成
人
と
し
て
の
責

任
の
あ
る
行
動
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
早
く

気
持
ち
を
切
り
替
え
、
成
人
と
し
て
ふ
さ

わ
し
く
な
れ
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
か
ら
松
代

で
働
く
こ
と
に
な
り
、
成
人
、
就
職
の
二

つ
の
新
ス
タ
ー
ト
で
す
。
よ
り
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

でも健康のため吸い過ぎ、

飲み過ぎに注意しましょう。

槻槻槻槻槻槻槻槻晩槻槻槻槻獣槻断槻槻槻囎臓臓槻槻
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ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

㈱
高
橋
組
（
松
之
山
）

　
建
設
会
社
㈱
高
橋
組
（
高
橋
君
夫

社
長
、
本
社
松
之
山
町
湯
山
）
よ
り

五
月
二
十
日
、
　
「
社
会
福
祉
事
業
の

基
金
」
と
し
て
当
町
に
二
百
万
円
の

ご
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
高
橋
組
創
業
六
十
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
記
念
式
典
会
場
の
松
之
山

凌
運
閣
ホ
テ
ル
で
、
高
橋
敏
二
会
長

か
ら
当
町
関
谷
収
入
役
に
目
録
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
高
橋
組
は
、
故
高
橋
忠
蔵
氏
が
昭

和
八
年
に
創
業
開
始
し
、
昭
和
二
十

五
年
に
登
録
建
設
業
者
「
高
橋
組
」

を
創
設
。
昭
和
三
十
九
年
に
は
「
株

式
会
社
高
橋
組
」
と
な
り
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
寄
附
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
福
祉
事
業
に
有
効
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

廷嵩昭叢　よ

誓類磐り
に株　　十昭
　　　　　　　200

轡漂

高橋敏二会長（右）から関谷収入

役に寄附金（目録）が渡される

安
い

買物客でにぎわう青空市（5月8日）

・
安
全
・

新
鮮

農
協
A
コ
ー
ブ
前
に
青
空
市

　
町
内
の
無
人
市
出
店
グ
ル
ー
プ
や

野
菜
栽
培
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「
青
空

市
」
が
五
月
八
日
、
ま
つ
だ
い
町
農

協
A
コ
ー
プ
前
に
出
店
致
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
地
域
で
生
産
し
た
農
産
物

を
そ
の
地
域
で
消
費
す
る
こ
と
に
よ

り
、
消
費
者
に
安
く
安
全
で
、
且
つ

新
鮮
な
農
産
物
を
提
供
す
る
と
共
に
、

地
域
農
業
の
発
展
と
活
性
化
を
図
ろ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
出
店
に
は
「

農
協
の
育
苗
グ
ル
ー
プ
」
　
「
儀
明
の

青
空
市
グ
ル
ー
プ
」
　
「
松
代
夕
市
の

会
」
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
農
協
、

役
場
な
ど
が
後
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
初
日
の
五
月
八
日
に
は
、
う
ど
、

ふ
き
、
あ
け
び
の
芽
な
ど
の
山
菜
を

始
め
、
じ
ゃ
が
い
も
、
五
月
菜
な
ど

が
販
売
さ
れ
、
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
市
は
毎
週
土

曜
日
の
午
後
四
時
三
十
分
か
ら
六
時

ま
で
出
店
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ど
な
た

で
も
販
売
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
、
ま
つ
だ
い
町
農
協
生
産
課
、

ま
た
は
役
場
産
業
・
企
画
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
．

◆　 ◆　 ◆　 ◆◆◆　 ◆　 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　 ◆　 ◆　 ◆　 ◆　 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆　 ◆◆◆◆←◆◆◆◆◆◆　 ◆　 ◆　 ◆◆◆　 ◆　 ◆　 ◆　 ◆　 ◆　 ◆　 ◆◆◆　 ◆　 ◆　 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　 ◆◆◆　 ◆◆◆

「
じ
ょ
ん
φ
び

じ
ょ
ん
あ
び
」

あ
な
た
の
簡
易
保
険
で

　
　
　
　
老
人
福
祉
施
設
等
を
建
設

　
平
成
五
年
四
月
よ
り
業
務
を
始
め

た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
郵

便
局
の
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
の
保

険
料
や
掛
金
の
還
元
融
資
を
受
け
、

建
設
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
四
年
度
に
「
簡
保
・
年
金
資

金
」
の
融
資
を
受
け
て
整
備
し
た
施

設
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

融資を受けた事業

（
堺
　
　
弼

　　　　塾

　　欝
　翻

　　

暫

簡易保険で建設された

デイサービスセンター

施　　設　　名 融　　資　　額

デイサービスセンター 1億4，600万円

林道室野城山線 500万円

芝峠公園整備等 1，940万円

芝峠宿泊施設 1億1，930万円

松代商店街灯 240万円

基　　幹　　農　　道 4，280万円

合　　　　　計 3億3，490万円
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i生涯学習シリースi”凪11
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もロロラドロじかしドししロしゆじロしラレロロゆかじゆしコ　しじじロロゆロしひきロロゆじじしラしロじゆりしししドロしゆじじドしドロゆロドしコゆヒかゆ　ロロトしコロロトゆじロラトゆじドリロゆかゆかゆコロラドぽロゆかぐ　ゆドぽ

一ダー’一’卿一一8’“岬ρσ『一”一’一一’“一’9’躍’σ’一’8一’一一慶’σ一’一、

　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　ミ生き！薯舌き！　　　i　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　し　　人生のために　i

㊥㊧㊥㊨

　私がまだ小さかったころ、「戦後強くなったのは靴下と女性だ！」とよく聞

いたものでしたが、今そんなことを言えばまわりの人達のひんしゅくを買って

しまいます。

　最近の、企業や社会にたいする女性の進出は目覚ましく、『男女共同参画型

社会』と言われるようになりました。

　子供がまだ小さいときは育児におわれますが、大きくなり手が離れますと、

勤めに出て共稼ぎという家庭が多いのではないでしょうか。キャリア・ウーマ

ンも多くなってきています。平成4年の統計では、女子労働率が50．7％に

もなっています。そのためでしょうか、都会では男性のための育児教室が大繁

盛しているとききます。女性の社会進出は、男女平等の精神や女性という特性

発揮の点からも良いことですが、それに伴って問題点もあります。

　職業を持って、はつらつとして輝いている女性ははた目にもいいものですが

育児をどうするか、また、おとしよりが家にいて介護が必要な場合は深刻な悩

みにもなります。このように考えると、高齢者福祉とか、家庭における男女の

役割などあらためて考え直す必要があるように思います。また、外に出て生涯

学習しようということだけでなく、家にいながら、介護をしながら趣味や教養

など、生きがいを見つけていく努力がことに大切だと思うわけです。

生涯学習

新語・話題語
◎CI戦略
（コーポレート・アイデンティティー）

　アイデンティティーとは
本体とか身元という意味で、、

企画の経営理念を広く世間
に訴え、正しく理解しても
らうようにする活動がC　I

です。最近ではプロ野球の
チームが新しいイメージを
つくろうど、・ユニホームや

球団の旗、帽子を変え、応援

歌もつくりました。これは
チームのC　Iです。最近、

全国の自治体でもC　Iを取
り入れるところが出てきま

した。町のシンボルマーク
をつくったり、まちの入り

口に、特色ある看板を掲げ
ているところがあります。

こういうことを通じ郷土意
識を育て、個性的なまちづ’

くりをすすめようというも
のです。

r
、
ー
噺
鞠
噺
』
、
ー
、
ー
、
1
、
』
、
ー
、
隔
、
亀
』
ー
隔
軸
』
隔
、
』
、
亀
、
ー
、
噛
、
ー
、
隔
』
隔
、
亀
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
亀
、
ー
、
馳
噺
』
、
ー
』
亀
』
隔
、
1
、
』
噺
』
、
鞠
、
睦
、
睡
噺
1
、
1
、
隔
』
睡
『
鞠
、
馳
噺
隔
、
聯
、
1
、
ー
も
隔
噺
職
、
1
、
馳
、
』
㌧
ー
、
』
噺
ー
噺
ー
』
ー
噺
』
㌧
ー
噺
』
、
ー
隔
』
、
贈
軸
ー
、
陰
、
亀
、
ー
噂
ー
、
亀
、
亀
、
ー
、
』
、
ー
、
ー
、
1
も
』
、
鞠
、
軸
噺
ー
鴨
ー
、
』
噛
ー
、
』
覧
ー
、
葛
』

◎
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の

奥
さ
ん
は
、

し
て
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
を
個
別
に
納
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
民
年
金
の

、
加
入
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
．

◎
学
生
さ
ん

　
大
学
、
短
期
大
学
、
各
種
専
門

学
校
、
各
種
専
修
学
校
な
ど
に
在

学
す
る
二
十
歳
以
上
の
学
生
、
さ
ん

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
．

，
経
済
的
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制

度
も
あ
り
ま
す
。

◎
国
民
年
金
の
加
入
は
三
種
類

○
第
一
号
被
保
険
者

　
農
業
・
自
営
を
営
む
人
や
学
生

○
第
二
号
被
保
険
者 み

な
さ
ん

　
　
　
手
続
キ
、
は

　
　
　
　
　
劣
済
み
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
第
三
号
被
保
険
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

第
三
号
被
保
険
者
と
　
　
　
て
い
る
配
偶
者

◎
人
生
の
リ
ズ
ム
が
変
わ
っ
た
ら

　
就
職
・
退
職
・
結
婚
・
離
婚
な

ど
の
人
生
の
節
目
に
は
、
　
「
種
別

変
更
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
例
え
ば
、
O
L
だ
っ
た
方
が
結

婚
し
て
退
職
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

で
あ
る
夫
の
扶
養
に
な
っ
た
と
き

は
、
第
二
号
被
保
険
者
か
ら
第
三

号
に
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
加
入
の
種
類
が
変

わ
っ
た
と
ぎ
は
、
そ
の
都
度
忘
れ

ず
に
役
場
の
国
民
年
金
の
窓
口
で

手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
手
続
き
を
忘
れ
て
い
る
と
大
変

　
老
後
の
年
金
や
万
一
の
と
き
の

た
め
の
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
必
ず
届
け
出
を
し
て
下
さ

い
。
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劉動堕圏堕

第6回

入
選
作
品
決
ま
る
！

弩
②
陣
辱
虜
目
シ
易
民
卜

　
　
　
　
松
代
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
主
催
、
　
「
越

　
　
　
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
写
真
コ
ン
テ
ス

堕
猷
誇
慧
鐵
残

堕
　
　
　
こ
れ
ら
を
協
賛
の
㈱
コ
ニ
カ
カ
ラ
i

回
篠
除
携
欝
簿

回
　
…
寸
評

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
騨←一一一一一一

雄
さ
ん
（
東
京
都
小
平
市
）
、
の
っ

と
れ
松
代
城
の
部
で
は
斉
木
勉
さ
ん

（
松
代
）
の
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
東
京
松
代
会
の
会
員

で
、
冬
の
陣
に
来
ら
れ
た
時
に
撮
っ

た
写
真
が
見
事
最
優
秀
賞
に
輝
い
た

　
　
　
　
裸
神
輿
に
雪
が
降
り
注
い
で
い
る

　
　
　
　
　
　
　
ス
ト
ロ
ボ
の
反
射
で
雪
が

少
し
大
き
く
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
残
念
で
す

が
、
雰
囲
気
は
で
て
い
ま
す
。

も
の
で
す
。
ま
た
、
斉
木
さ
ん
は
以

前
に
も
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優

秀
賞
に
な
る
な
ど
、
写
真
の
ベ
テ
ラ

ン
で
す
。
今
回
も
遺
憾
な
く
実
力
発

揮
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
他
の
受
賞
者
は
、
次
の
表
の

と
お
り
で
す
。
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、
最
優
秀
賞

の
寸
評
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
来

年
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

スノーワールドの部（敬称略）

最優秀賞　　鈴　木　茂　雄（東京小平市）

優秀賞　高橋尚志（莇平）
　〃　 笠原　等（小荒戸）

佳作中條栄一（竹所）
　〃　 佐藤啓二（室野）
　〃　 斉木　勉（松代）
　〃　　　関　谷　八　郎　　（松　代）

（松代）

（松代）

（松代）

（小荒戸）

（室野）

　
　
　
　
　

所
代

竹
松

（
　
　
　
（

のっとれ松代城の部（敬称略）

最優秀賞　斉木　勉

優秀賞　相沢ヨシ
　〃　 黒田智美
佳　作　笠原　等
　〃　　佐藤啓二
　〃　 中條栄一
　〃　　菅井公夫

　　　　　　　　↑　　　　　雪の斜面を駆け登る競技と思いますが、手前に前
　　　　　　　　：　寸　評
　　　　　　　　i　　　　　景としてヘルメットが大きく入り、対角線になっ
　　　　　　　　じ　　　　　　　　iた位置に懸命に登っている男性が飛び出ており、うまいチャ
　　　　　　　　ロ　　　　　　　　iンスを写しています。画面上部の観衆も、それぞれ表情があ
　　　　　　　　コ　　　　　　　　iり雰囲気を盛り上げています。
　　　　　　　　：
　　　　　　　　1
左の句は5月3～4日の山菜採りツアーに来られた　　　　　　　　　　　　　8
山火康男さん（東京都町田市）が詠まれたものです。

▲受賞者の皆さん



　　　　　区　　　鑓　　墾離

「
冬
、

＿の
父
、陣
通L

　
こ
の
ほ
ど
千
年
地
区
に
、
ス
ペ
ー

ス
シ
ャ
ト
ル
型
の
交
通
安
全
看
板
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年

か
ら
ユ
ニ
ー
ク
な
交
通
安
全
標
語
の

看
板
を
設
置
し
て
い
る
「
千
年
や
ろ

ね
会
」
（
佐
藤
徹
夫
会
長
、
十
一
名
）

が
設
置
し
た
も
の
で
、
　
「
冬
の
陣
」

の
「
活
き
！
活
き
！
み
こ
し
合
戦
」

に
出
場
し
た
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
型

の
「
み
こ
し
」
が
再
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
看
板
に
は

の
ラ
ツ
パ
は

人
が
い
っ
ぺ
だ

と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
標
語
が
書
い

て
あ
り
、
通
り
か
か
り
の
ド
ラ
イ
バ

ー
の
目
を
引
い
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
国
道
二
五
三
号
線
の
交
通
量

が
急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
交
通

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
起
こ
さ
な

い
よ
う
、
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

も安
全
に

　
　
　
　
　

　
「
く
さ
い
へ
と
　
夜
中

　
お
ら
　
い
や
だ
」
「
美

　
　
わ
き
見
に
注
意
」

役

ユニークな標語で人目を引く、ス

ペースシャトル型の交通安全看板

一

』
れ
は
珍
し
い
P

　
　
　
　
　
　
「
双
子
あ
ゼ
シ
マ
イ
」

　
　
　
　
　
　
　
田
野
倉
の
池
田
サ
ワ
さ
ん
が
菅
刈
　
　
　
双
子
の
ゼ
ン
マ
イ
を
発
見
し
ま
し
た
。

の
親
戚
に
田
植
え
の
お
手
伝
い
に
行

っ
た
と
こ
ろ
、
松
苧
山
の
登
山
口
で

双子の池田正人君、め

ぐみさん（写真上）と

双子のゼンマイ（下）

「
今
年
は
、
孫
の
正
人
が
七
ツ
詣
り

だ
し
、
双
子
（
正
人
君
は
め
ぐ
み
さ

ん
と
双
子
）
だ
か
ら
、
こ
れ
は
何
か

の
縁
で
、
縁
起
が
良
い
」
と
家
に
持

ち
帰
り
、
広
報
係
に
届
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
中
に
も
、
山
菜
採
り
に

行
か
れ
た
方
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
双
子
や
三
つ
子
ゼ

ン
マ
イ
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

さ
す
が
は
手
打
ち
そ
ば

芝
峠
⑫
で
「
そ
ば
ま
つ
り
」

　
宿
泊
棟
の
完
成
も
間
近
い
芝
峠
温

泉
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
で
五
月
三
十

日
、
　
「
そ
ば
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ

峰
が
主
催
し
た
も
の
で
、
芝
峠
温
泉

の
P
R
と
「
松
代
総
合
開
発
会
社
」

が
発
足
し
た
の
を
契
機
に
、
職
員
同

士
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
使
わ
れ
た
そ
ば
は
、
莇
平

の
高
橋
重
春
さ
ん
と
池
田
敏
枝
さ
ん

の
ご
兄
弟
が
作
ら
れ
た
も
の
で
、
そ

ば
純
度
百
％
の
手
打
ち
そ
ば
。
　
「
そ

ば
作
り
の
コ
ツ
は
良
く
練
る
こ
と
。

フ
ノ
リ
を
入
れ
れ
ば
良
く
伸
び
る
ん

で
す
が
ね
」
と
、
そ
ば
作
り
の
実
演

も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
値
段
は
、
た
け
の
こ
汁
と
た
る
酒

の
サ
ー
ビ
ス
が
つ
い
て
一
人
前
八
百

円
。
い
つ
も
よ
り
利
用
者
の
少
な
い

日
曜
日
で
し
た
が
、
そ
ば
好
き
の
方

に
は
大
変
好
評
で
、
こ
の
日
用
意
さ

れ
た
二
百
食
は
す
べ
て
完
売
と
な
り

ま
し
た
。

　
》
手
打
ち
そ
ば
と
タ
ケ
ノ
コ
汁
に
舌

㎜
㎜
鼓
を
打
つ
利
用
者

．
響

盛　1

〉そ
ば
作
り
の
実
演
を
す
る
高
橋
重
春

さ
ん
（
左
）
と
池
田
敏
枝
さ
ん

　　一　　｛　一・
諜薫

末代へこの味わいを山菜の9



O舶

わ
が
家
の
中
の
松
代

　
結
婚
す
る
時
、
昔
気
質
の
祖
母
が

「
松
代
の
人
と
一
緒
に
な
る
そ
う
だ

が
、
松
代
の
イ
タ
ヤ
さ
ん
と
い
う
所

に
私
の
妹
が
嫁
い
で
い
る
か
ら
嫁
に

　
　
　
　
　
　
あ
い
さ
つ

行
っ
た
ら
一
度
挨
拶
に
行
く
よ
う
に
」

と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
十
日
町

に
生
ま
れ
十
日
町
に
育
っ
て
、
松
代

を
全
く
知
ら
な
い
私
を
安
心
さ
せ
る

　
　
　
　
づ
か

た
め
の
心
遣
い
だ
っ
た
の
で
し
よ
う
。

夫
は
十
日
町
育
ち
で
松
代
二
世
、
新

世
帯
は
東
京
で
し
た
。
生
活
に
追
わ

れ
て
一
年
に
一
度
か
二
年
に
一
度
し

か
帰
郷
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
松
代

の
こ
と
は
殆
ど
わ
か
ら
ず
還
暦
を
と

う
に
過
ぎ
た
の
に
、
今
も
っ
て
祖
母

の
言
い
つ
け
を
果
た
し
て
お
り
ま
せ

ん
。　

う
ち
で
は
み
ん
な
お
そ
ば
が
大
好

鐵
灘
購

．
饗

（東京都練馬区在住）

き
。
当
時
、
手
に
入
り
に
く
か
っ
た

「
松
代
瀬
沼
そ
ば
」
を
無
理
を
し
て

求
め
、
毎
日
曜
日
の
昼
食
に
は
欠
か

さ
ず
賞
味
し
て
お
り
ま
し
た
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
翌
年
頃
か
ら
だ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

た
と
思
い
ま
す
。
近
く
の
遊
園
地
「
豊

し
ま
え
ん

島
園
」
で
夏
の
毎
土
曜
、
納
涼
花
火

大
会
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
夫
は
会
社
の
若
い
人
た
ち
を
七

～
八
人
毎
年
連
れ
て
来
て
は
ビ
ー
ル

を
飲
み
、
賑
や
か
に
花
火
を
見
て
オ

ツ
モ
リ
は
自
慢
の
松
代
そ
ば
を
ご
馳

走
す
る
の
が
年
中
行
事
に
な
り
ま
し

た
。
　
「
市
川
さ
ん
ち
の
松
代
そ
ば
は

実
に
う
ま
い
」
と
会
社
で
は
専
ら
の

評
判
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
夏
冬
を
問

わ
ず
に
見
え
ら
れ
る
社
員
の
方
は
松

代
そ
ば
を
所
望
す
る
の
で
、
ま
る
で

市
川

わ
が
家
は
「
松
代
そ
ば
処
」

　
十
年
位
前
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

夫
が
「
『
秩
父
機
織
唄
の
女
た
ち
』

と
い
う
本
を
読
ん
で
ご
ら
ん
」
と
持

っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
秩
父
は
、

こ
の
東
京
練
馬
か
ら
電
車
で
一
本
道

の
所
に
あ
り
ま
す
。
盆
地
で
ど
こ
と

な
く
風
情
が
十
日
町
に
似
て
い
て
、

町
の
歴
史
や
三
十
三
番
札
所
め
ぐ
り

な
ど
が
あ
っ
て
気
に
入
り
ま
し
た
の

で
、
秩
父
市
に
墓
地
を
買
い
ア
ノ
世

で
は
秩
父
市
民
に
な
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
の
秩
父
の
こ
と
が
書
い
て

あ
る
と
い
う
の
で
早
速
読
ん
で
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
明
治
の
終
わ
り
頃
、

　
　
　
　
た
く
さ
ん

松
代
か
ら
沢
山
の
女
性
が
関
東
地
方

の
こ
の
山
深
い
秩
父
の
機
屋
へ
、
織

り
子
と
し
て
出
稼
ぎ
に
来
て
い
た
こ

と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
実
名
で

書
か
れ
て
い
る
そ
の
中
の
一
人
で
、

松
代
の
旧
家
「
イ
タ
ヤ
」
に
働
い
て

い
た
柿
境
ミ
ヤ
さ
ん
は
、
仕
事
が
い

や
に
な
り
ツ
テ
を
求
め
て
秩
父
に
働

き
に
出
て
今
で
も
古
老
と
し
て
機
を

織
り
つ
づ
け
て
い
る
と
書
い
て
あ
り

ま
す
。
か
つ
て
祖
母
が
話
し
て
く
れ

た
あ
の
「
イ
タ
ヤ
」
さ
ん
の
こ
と
か

し
ら
…
…
…
。
秩
父
と
松
代
は
そ
う

房
子

（
田
沢
）

　
　
　
で
す
．

と
う
前
か
ら
こ
ん
な
深
い
縁
が
あ
っ

た
の
か
し
ら
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
う

と
私
は
松
代
町
が
ほ
ん
と
う
に
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
昨
年
「
東
京
松
代
会
」
が
発
足

し
役
員
に
選
ば
れ
た
夫
の
机
は
、
会

の
資
料
に
占
領
さ
れ
て
い
ま
す
。
会

の
主
要
な
行
事
が
あ
る
度
に
出
席
を

促
さ
れ
、
私
も
東
京
松
代
会
の
と
り

こ
に
な
り
、
今
で
は
声
の
掛
か
る
度

に
出
席
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
山
菜
ツ
ア
ー
、
今
年
の
冬
の

　
　
　
　
　
　
ふ
　
そ

陣
に
参
加
し
、
父
祖
の
地
、
松
代
町

の
美
し
さ
と
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
お

も
て
な
し
に
改
め
て
感
激
し
ま
し
た
。

ま
た
東
京
松
代
会
の
会
長
さ
ん
始
め
、

役
員
の
方
々
の
献
身
的
な
姿
を
見
て

頭
の
下
が
る
思
い
で
し
た
。
東
京
松

代
会
主
催
の
こ
の
二
つ
の
旅
行
の
楽

し
い
思
い
出
は
、
私
の
胸
の
中
に
い

つ
ま
で
も
生
き
つ
づ
け
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

ションファックスインフオメ

FAス02559（7）3926へ
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で
’

瓦

。
一
ド
∵
‘
、
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
飼

o

こ
ぶ
し
の
花
が
咲
い
て
　
　
　
相
沢
ヨ
シ
子

き
ょ
・
つ

こ
ぶ
し
の
花
の
咲
い
て
い
る
の
を
見
つ
け
た

若
葉
に
は
ま
だ
早
い
　
灰
色
の
雑
木
林
を

ひ
と
足
早
く
そ
こ
だ
け
明
る
ま
せ
て
い
る

一
九
八
六
年
　
春
ま
だ
浅
い
三
月

初
め
て
訪
れ
た
中
国
で
も

こ
ぶ
し
の
花
が
咲
い
て
い
た

上
海
の
郊
外

古
い
レ
ン
ガ
造
り
の
博
物
館
の
前
庭
に

花
蕾
を
い
っ
ぱ
い
に
つ
け
た
一
本
の

こ
ぶ
し
の
木
が
立
っ
て
い
た

遙
ば
る
と
き
て

故
郷
の
山
野
に
咲
く
花
と
同
じ
花
に

出
会
っ
た
思
い
が
け
な
さ

　
私
た
ち
の
国
に
も
あ
な
た
方
の
お
国
と

　
同
じ
花
が
咲
く
の
で
す
よ

そ
う
言
っ
て
中
国
の
方
が
迎
え
て
下
さ
っ
て
い
る
！

そ
の
よ
う
に
思
わ
れ
て

私
は
ふ
っ
と
涙
ぐ
み
そ
う
に
な
っ
て
し
ま
う

　
そ
う
で
す
ね
　
同
じ
な
の
で
す
ね
私
た
ち

花
は
次
々
と
ふ
く
ら
み
　
ひ
ら
き

私
た
ち
を
乗
せ
た
バ
ス
が
去
っ
た
あ
と
も

う
す
曇
り
の
中
国
の
空
を
点
し
つ
づ
け
た
だ
ろ
う

き
ょ
う
　
私
の
胸
の
な
か
に
も

上
海
の
博
物
館
の
庭
に
咲
い
て
い
た

こ
ぶ
し
の
花
が
咲
く

花
を
見
上
げ
て
仔
む
人
が
い
る

　
ツ
ア
イ
　
　
　
チ
エ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ア
イ
　
　
　
チ
エ
ン

　
再
見
　
　
再
見

私
は
一
つ
だ
け
覚
え
た
中
国
の
言
葉

さ
よ
う
な
ら
の
言
葉
を
繰
り
か
え
す

ク
．　

　
　
◇

御弔
君

諭
朱

ぐ
耐

　　H。γεし’　　FUll2

　　　　　　　　　　ザqC　o　　　　さ化
黙・　会嬢曳

ま
左

チ
に
♂

　　臼・τEミ

6　◇

　
　
鋤

　
結
婚

、
）
ッ
、
三

　
　
、
左
や

瓢
盈
・

　
　
　
　
し

り
　
　
つ錨

、
婁

　
　
　
／

離クィィ
　
　
レ
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
し

　
　
し

ー
し
し
し

　
　
　
》
牌

－
、
磨
黛

　
　
　
ー
》

　
　
　
　
　
　
φ

　　♪α

獅z￥
レ　し　し

キ
ツ
ネ
ひ

嫁
入
り
だ

‘〔

　
中
国
で
は
虎
耳
草
と
書
く
が
、
葉

　
と
ら

が
虎
の
耳
に
似
て
い
る
か
ら
と
い
う
。

常
緑
の
多
年
草
で
、
山
地
の
日
陰
の

岩
上
に
、
ま
た
渓
流
の
岩
に
も
生
え

る
が
、
庭
先
に
も
栽
培
さ
れ
る
。
葉

は
多
肉
で
腎
円
形
、
表
面
に
あ
ら
い

毛
が
生
え
、
表
は
緑
色
、
裏
面
は
赤

い
。
葉
柄
の
根
本
か
ら
紅
紫
の
糸
の

よ
う
な
細
い
走
出
枝
を
出
し
、
そ
の

先
端
に
根
を
出
し
て
、
新
し
い
苗
を

作
っ
て
繁
殖
し
て
い
く
。
茎
の
先
に

白
色
花
が
ま
ば
ら
に
つ
く
。
葉
を
天

ぷ
ら
に
し
て
食

べ
る
。

薗
　
　
　
　
出
題
　
十
段
　
武
宮
正
樹

　
　
黒
先
コ
ウ
・
5
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
…
初
手
が
手
筋
、
臼
の
好

　
　
手
の
受
け
も
考
え
て
…
…
。

　
　
5
分
で
1
級
、
3
分
以
内
で
有
段

　
　
者
。

　　　　　　　　o茜玉き44広（0、）

事9♪L將’」“誉9彰q∫僻3z日）
り軽’駕歪きψどv⑦一蕾〈鵠ヨ1葺睾〉

乙

ウ①
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　土砂災害は一一瞬のうちに尊い

生命や財産を奪ってしまいます。

　山やがけ、川などでおかしな

点を見つけたらすぐに（市町村）

役場か土木事務所へご連絡くだ
さい。

　また、ふだんから避難場所を

確認しておきましょう。

河川にゴミを

　捨てないで下さい！グ

　河川は魚釣りや水遊びなどの

楽しい遊びの場でもあン）、水道

の水や農業用水をもたらす大切

な資源です。しかし、その河川

もビニールやあき缶等の不法投

棄によひ）汚れが目立つようにな

ってきています。一人一人の自

覚によ1）「上流ほどきれいに」

を心がけ、河川はもちろん河川

近くにもゴミを捨てないように

しましょう。

か晃o羅置も職よ薫まq犠櫨
　　　ドークin▽OKY㊦の暑案内

　町ではUターンを促進することを目的に東京で懇談パーティーを

開催することになりました。

　ご家族やお知り合いの中に、現在東京方面にお住まいでUターン

をお考えの方がおられましたら、是非ご参加くださる様、ご連絡い

ただければ幸いです。

と　　　き　平成5年7月2日㈹

　　　　　午後5時30分受付・午後6時～午後8時30分

と　こ　ろ　番町グリーンパレス

　　　　　千代田区2番町2　盈03－3265－0251

内　　　容　・∪ターン相談コーナー

　　　　　　・なんでも相談コーナー

　　　　　　・∪ターン者とのトーク

参加費無料です。

盃
〉
4

冒
も
一

・町内企業紹介コーナー

・、1・るさとビデオコーナー

・懇談パーティー

　申し込み方法一官製はがきに「住所・氏

名・年齢・性別・電話番号」を記入の上、

　「卜一クin　T　O　K　Y　O（東京）出席希望」

　と記入の上、松代町役場商工観光係へ

締切一6月25日（火曜日）必着にて送付

　ください。

　お問い合わせ一役場産業・企画課　商工

観光係　奮02559－7－2220内線64番

●気軽な気持、気軽な服装でお出かけください。

副
，
㌔
「
　
　

一
　
く

づ
　
譲
較
凱
、
レ
麟
・
■
ミ

、
参
w
麟
識
、
雛

　
　
　
　
卜
、
ン
一
鋏
℃
》

δ
～
ん
后
δ
（
見

　
　
－
ん
や

　
　
高
　
松

山賀陽施て
慌戸5す島さわわ

　　　ひろ　　き

関谷央規玩
　　5　歳
松代　あたらしや

つ

，
●

’
●

受験資格

　昭和48年4月2日から昭和51

　年4月1日までに生れた者
申込受付期間と申込先

　平成5年7月1日㈲から7月
　8日休）までに、人事院関東事

　務局へ

　（〒100東京都千代田区

　　　　　大手町1－3－3
　盈03－3214－1621）

申込用紙の請求先・問い合せ先

　○最寄りの税務署（総務課）

　○関東信越国税局人事第二課

　（〒102東京都千代田区

　　　　　九段南1－1－15
盈03－3221－3911）

　○人事院関東事務局
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幟

轄

麟懇羅鍵

欝i，・♂

綴 惹

饗

成轟難の

認慰霧禦難懸き諜隆躍

　成人式の記念写真ができまし

たので、町公民館（総合センタ

ー内）まで取りにお越し下さい。

参加者は無料です。

　また、他に、会場で撮影した

スナップ写真もありますので、

ご希望の方はその時にお申し込

みください。　（1枚40円くらい

です）

　　　ち

帝・

吻

あなだの趨を県政礁

県政雛ストを欝霧縢懲すか2

　県では、広く県民の皆様から

県政についての建設的なご意見

やご提言をお寄せいただくため

に、次の場所に「県政ポスト」

を設置し、所定のはがきを用意

してあケ）ます。皆様のいろいろ

なご意見、ご提言をお待ちして

おります。県庁舎（2か所）、県

総合・合同庁舎窓口（17か所）、

県運転免許センター窓口（1か

所）、市町村役場窓口（112か所）

　詳しくは、県庁広報広聴課広

聴係（電話025－285－5511　内

線2116）までご照会ください。

ハガキは松代町役場の2階事務

室入口廊下にあります。

13

　ハチが屋敷内や農作業場等に

巣をかけ、困る場合があると思

います。

　そこで、安全にハチ退治がで

きる「蜂駆除用防護服」を購入

しましたので、ご利用下さい。

　申込みは役場住民課へ。

鑓

〈蜂駆除用防護服

新潟県警案官A

（大学卒）募集

○採用試験受付期間

　5月7日㈹～6月21日（月）

○第一次試験日

　7月11日（日）

○採用予定人員

　男子警察官A～10人程度

　婦人警察官A～5人程度

○受験資格

　昭和41年4月2日から昭和47

　年4月1日までに生れた人で、

　学校教育法による大学（短期

　大学を除く）を卒業した人又

　は平成6年3月31日までに卒

　業見込みの人

○問い合わせ

　警察署・派出所・駐在所へ

◎⑨

日　時　6月27日（日）

場　所　総合体育館

参加費　1人　800円

　　例）1チーム8人の場合

　　　　8人×￥800＝￥6，400

申込〆切　6月25日（金

申込み・問合せ先

　総合体育館　7－3752
　又は、品田　靖（ハマダヤ）

　　　　　　　　　7－2046
主催　松代町バスケットボール協会

癒内婦表藁ニバ撫一溺一ル実会

参加勢一義募集

○期日　平成5年7月11日

　　　　　　　（第2日曜日）

○会場　町総合体育館

○競技方法　4人1チームとし、

　　　補員は2人以内とする。

○申込先　町総合体育館

　　　　丁と）17－3752

0申込〆切　7月8日

慢性疾患教室のお知らせ

　糖尿病、肥満、高血圧、高脂

血症などで悩んでいる方、又ご

家族の方など、どなたでも参加

できます。

　専門家よりワンポイント指導

を行います。前に受けられた方

もぜひ参加してください。

日時・テーマ

　6月24日　午後1時～4時

　「糖尿病について」

　7月1日　午後1時～4時
　「高血圧、高脂血症について」

場　所

　県立松代病院3階会議室

指導内容・講師

　病気について　　近医師

　食事について　　石井栄養士

　生活、運動療法について

　　　　　　　　佐藤看護婦

　　　　　　　　市川 看護婦

申し込み・問い合わせ先

　県立松代病院、内科外来へ

　TEL　7－2100
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毒

　
先
日
は
、
私
達
、
新
成
人
の
た
め

に
、
盛
大
な
成
人
式
を
開
い
て
い
た

だ
き
、
た
い
ぺ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

華
　
奪

鑛
鑛
灘
麟
灘
欝

正義さん（松代）柳

　
大
勢
集
ま
っ
て
、
す
ご
く
楽
し
か

っ
た
で
す
。
皆
、
外
見
は
変
わ
っ
て

な
い
の
で
す
が
、
雰
囲
気
や
口
調
が

ど
こ
と
な
く
大
人
っ
ぽ
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
都
会
の
荒
波
に

も
ま
れ
た
せ
い
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
う
い
え
ば
、
東
京
に
住
ん
で
い

る
友
達
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て

い
ま
し
た
。
「
今
、
住
ん
で
る
所
は
カ

エ
ル
の
声
が
聞
こ
え
ね
や
あ
よ
」
と
。

こ
の
時
期
、
松
代
で
は
夜
に
な
る
と

ヵ
エ
ル
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
が
、
東

京
で
は
聞
け
な
く
て
、
そ
れ
が
さ
み

し
い
、
と
言
う
の
で
す
。
松
代
に
い

る
時
は
、
気
に
も
と
め
な
か
っ
た
事

で
し
ょ
う
。

　
他
に
も
、
「
明
日
は
、
山
遊
び
行
く

ぞ
。
山
菜
採
り
だ
。
」
な
ど
と
言
っ
て
、

「
松
代
」
へ
帰
っ
て
来
た
事
を
、
楽

し
ん
で
い
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

自
分
に
と
っ
て
は
、
ど
れ
も
日
常
の

こ
と
な
の
で
、
今
ま
で
気
に
も
し
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
町
を
離
れ

て
、
こ
の
「
松
代
」
の
良
さ
「
松
代

ら
し
さ
」
に
気
付
い
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
町
に
残
っ
て
い
な
が
ら
、
そ
の

事
に
気
付
か
ず
に
い
た
こ
と
が
悔
し

い
で
す
．

　
こ
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
松
代
に
残

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
皆
が
帰
っ
て

来
た
と
き
、
が
っ
か
り
し
な
い
よ
う
、

　
　
　
　
ま
も

し
っ
か
り
護
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

●、■●

　男　2，450人　　（一2人）

　女2，521人（一2人）
　計4，971人（一4人）
世帯数1，504世帯（一3世帯）

　出生1人　　死亡4人

　転入9人　　転出10人
　　　（5年5月末日現在）

一人ロの動き一

圃
園
圏
圃

▼
「
広
報
ま
つ
だ
い
縮
小
版
」
お
買
い

求
め
の
方
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
お
陰
様
で
何
と
か
五
百
部
を

取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
、

ま
た
、
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
、
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
お
礼

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
▼
広

報
の
創
刊
号
か
ら
数
年
は
、
ガ
リ
版
印

刷
の
た
め
不
鮮
明
で
読
み
に
く
い
部
分

が
あ
り
ま
す
し
、
長
期
保
存
の
た
め
、

損
傷
な
ど
に
よ
り
一
部
欠
落
号
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
も
生
き
た
歴
史
と
い
う

こ
と
で
、
ご
了
承
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
点
を
除
け
ば
貴
重
な
歴
史
的

資
料
と
し
て
、
ま
た
、
回
想
・
思
い
出

の
書
と
し
て
必
ず
ご
満
足
い
た
だ
け
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
来

年
に
は
第
二
巻
が
、
ま
た
、
再
来
年
に

は
第
三
巻
の
発
刊
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
ち
ら
の
ご
購
入
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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置薩膨團回
（4月26日～5月25日受付）

　幸せ多い人生を（結婚）

牧田義明・嵜原かおりさん

　　　　　（松代・下町住宅）

横尾真一・ラユパンボリガス・
　　　　エルリンダさん

　　　　　　　　　（峠・東）

　ご冥福を祈ります（死亡）

高野延治さん　　　68歳

　　　　　　（松代・高木屋）
池田ハルさん　　　76歳

　　　　　　　（莇平・岡院）
鈴木健大郎さん　　81歳

　　　　　　　（松代・半七）

西潟福平さん　　　83歳

　　　　　　（福島・夢三治〉

高橋政榮さん　　　57歳

　　　　　　（田沢・久保田）

柳　スイさん　　85歳

　　　　　　（苧島・新屋敷）

佐藤タマヲさん　68歳

　　　　　　（室野・堂の下〉

　　oこわず
　あきない　　うし

＊商は牛のよだれ

商売をするには、牛のよだれが

長くたれて切れ目がないように、

気長にこつこつと努力すること

が大切だということ。

　あきなすぴよめ　 く

＊秋茄子嫁に食わすな
　　じゆく
秋に熟すなすは味がよいので、

いじの悪い姑が嫁には食べさせ

たがらないということ。また、秋

なすは種が少ないので、嫁に子

どもができないという迷信から

食べさせない、とする説もある。

、
も
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き
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